
 
         

今
年
も
８
月
19
日
・
20
日
・
21 

日
の
三
日
間
有
り
延
べ
７
０
０
余

名
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
同
窓
会
湖
北
支
部
を
通
じ

て
出
展
を
お
願
い
し
た
処
、
会
員
、 

卒
業
生
の
皆
様
よ
り
、
絵
画
９
点
、

写
真
５
点
、
手
芸
（
工
芸
含
）
９
点
、 

盆
栽
１
点
、
書
６
点
、
多
く
の
力
作
、 

宝
物
を
出
展
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

搬
入
、
搬
出
の
際
お
礼
申
し
上
げ

る
べ
き
処
、
多
数
の
方
々
に
で
き
て 

         

県
の
春
期
大
会
が
希
望
が
丘
公 

認
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。 

 

各
地
の
県
会
員
よ
り
５
月
23
日 

５
５
１
名
、
５
月
24
日
６
１
４
名

で
予
選
が
あ
り
、
５
月
30
日
予
選 

を
通
過
し
た
３
３
３
名
で
決
勝
戦 

が
あ
り
、
松
岡
氏
が
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
大
会
が
今
年
か
ら
採
用
さ

れ
た
国
体
へ
の
選
考
会
と
な
り
、

当
然
松
岡
氏
の
選
出
決
定
と
共
に

男
女
各
６
名
の
一
員
と
し
て
出
場

さ
れ
ま
す
。 

松
岡
氏
は
二
級
普
及
指
導
員
の 

資
格
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
余
り
表
に

は
出
さ
れ
ま
せ
ん
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
は
マ
ナ
ー
と
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守

る
競
技
で
あ
り
自
分
は
常
に
誰
が
見

て
も
美
し
い
プ
レ
ー
（
フ
ェ
ア
ー
プ 

         

レ
ー
）
を
心
が
け
て
お
ら
れ
る
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。 

 

お
身
体
に
気
を
付
け
て
、
元
気
で

ご
活
躍
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
。 
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滋賀県レイカディア大学同窓会湖北支部  発行責任者 桐畑 実  編集責任者 増田澄男 

第 23号 

松

岡

純

次

氏 

 

和
歌
山
国
体
へ
出
場 

22
期
園
芸
学
科 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
代
表 

５
月
23
日 

５
５
１
名 

５
月
24
日 

６
１
４
名 

５
月
30
日 

３
３
３
名 

優
勝 松

岡
純
二

 

予 選 

決 勝 

昨年の同窓会ＧＧ大会の一場面 

                        
お
ら
ず
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

 

◎
出
品
展
示
会
場
整
理
、
イ
ベ
ン

ト
に
出
演
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た

卒
業
生
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
方
々
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◎
在
校
生
の
成
果
発
表
、
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
、
小
劇
場
で
あ
り
年
々
変

わ
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

卒
業
生
の
皆
様
来
年
に
備
え
宝

物
を
創
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
会

場
へ
足
を
運
ぼ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

（
桐
畑
） 

 

大
学
祭
開
催
さ
れ
る 

平
成
27
年
度 



 
 

       

大
津
絵
は
、
今
か
ら
約
３
７
０

年
前
の
寛
永
年
間
に
東
海
道
逢
坂

の
山
間
、
大
谷
・
追
分
あ
た
り
の

街
道
筋
で
生
ま
れ
、
庶
民
信
仰
の

対
象
と
し
て
の
神
仏
画
か
ら
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
や
が
て
、
時
代
の

変
遷
と
民
衆
の
世
事
へ
の
関
心
、

ま
た
人
間
社
会
へ
の
批
判
か
ら
大

津
絵
の
画
題
の
上
に
も
風
刺
画
的

な
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
絵
、
庶
民
の

心
に
映
る
社
会
へ
の
欲
求
が
大
津

絵
の
素
朴
な
図
柄
の
上
に
も
表
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
ロ
マ
ン
を
求

め
第
３
０
期
生
有
志
が
平
成
二
十

一
年
九
月
に
「
鬼
楽
会
」
を
結
成

し
ま
し
た
。
大
津
絵
師
高
橋
松
山

さ
ん
に
師
事
し
て
い
る
同
期
生
の 

 

                   

福
永
昊
昭
さ
ん
が
お
ら
れ
、「
自
分

た
ち
も
大
津
絵
を
描
い
て
み
た

い
」
と
集
ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ 

          

      

ー
は
十
二
人
で
、
そ
の
殆
ど
が
湖

北
地
域
の
人
で
す
。
毎
月
第
三
水

曜
日
の
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
四

時
ま
で
米
原
公
民
館
で
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
大
学
祭
へ

の
出
展
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら

全
員
の
作
品
が
展
示
で
き
な
い
た

め
米
原
公
民
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

お
借
り
し
て
八
月
三
十
日
ま
で
展 

示
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
、 

ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
次
の

機
会
に
是
非
と
も
一
度
ご
覧
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、

新
規
ご
入
会
も
大
歓
迎
致
し
ま

す
。 

 
 

【
連
絡
先 

廣
田
正
和 

☎
５
４
ー
１
５
０
７
】 
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湖北支部秋季ＧＧ大会 

会 

たのしくあそぼう グラウンドゴルフ 

10 月 8 日開催 於草野川河川敷 

10 月 27 日開催 於長浜ドーム 

サ
ポ
ー
ト
隊
関
連
活
動
報
告 

大
津
絵
「
鬼
楽
会
」
に
つ
い
て 

レ
イ
大
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
同
窓
会
を
開
く
と

湖
北
支
部
会
報
等
の
情

報
が
美
し
い
カ
ラ
ー
写

真
映
像
で
確
認
し
て
頂

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す 予

算
の
関
係
か
ら
き

れ
い
な
写
真
の
印
刷
物

が
お
届
け
で
き
て
い
ま

せ
ん
の
で
是
非
一
度
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
た
め

し
下
さ
い
。 

研 修 部 

日時 平成 27 年 11 月 18 日 

場所 近江八幡市ひまわり館  

       

十
月
八
日(

木) 

湖
北
支
部
秋
季
Ｇ
Ｇ
大
会 

 
 

場
所 

浅
井
草
野
川
河
川
敷 

十
月
二
十
七
日
（
火
） 

 
 

四
支
部
親
善
Ｇ
Ｇ
大
会 

 
 

場
所 

長
浜
ド
ー
ム 

い
ず
れ
の
大
会
も
同
窓
会
会
員
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

人
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
誰
で
も
で
き
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

健
康
増
進
と
会
員
相
互
の
親
睦
の

た
め
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

初
心
者
大
歓
迎
！
案
内
は
後
日
お

届
け
い
た
し
ま
す
。 

 

今
秋
の
Ｇ
Ｇ
大
会 

開
催
の
ご
案
内 

体
育
部
よ
り 



 
 

 
 

               

昨
年
11
月
25
日
に
上
記
見
学
会

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
年
葦
葺

屋
根
工
事
に
入
り
そ
の
見
学
Ｏ
Ｋ

の
返
事
を
頂
き
ま
し
た
。 

記 

一
、
日
時 

平
成
27
年
11
月
10
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

火
曜
日) 

二
、
場
所 

下
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
側 

三
、
内
容 

葦
葺
工
事
見
学 

四
、
定
員 

一
回
20
名
程
度 

 
 

 
 

 

多
い
と
二
回
に
わ
け

て 

駐
車
場
無
い
の
で
六
角
館
に
集
合 

申
込
は
10
月
31
日
迄
に 

「
桐
畑
」
ま
で 

☎
０
７
４
９
―
８
６
―
２
３
２
４ 

※
前
回
参
加
者
是
非
ど
う
ぞ
！ 

 

以
上 
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日帰り研修旅行のご案内  レイ大同窓会湖北支部 

発電所構内をバスに乗って見てみませんか！ 

関西電力(株)大飯発電所見学 
☆第 36期生の同窓会ご入会を歓迎します☆ 

☆第 36期生のご卒業を祝し、会員の交流をはかりましょう☆ 

 
実 施 日 平成27年10月28日(水) 

参 加 料 5,000 円 

募集人員 40 名  

(公的身分証明書持参者) 

申込締切 9月 30 日(水) 

(締切後、受付不可） 

米原文化産業交流会館前→長浜豊公園→長浜(市)木之本支所→大飯発電所ＰＲ館到着→ 

8：10      8：40     9：20       10：50 

発電所構内見学(バス)→大飯発電所ＰＲ館出発→レストラン源治昼食→日本海さかな街 

（100分）      12：30     13：00～14：00  15：00～15：30 

→長浜(市)木之本支所→長浜豊公園→米原文化産業交流会館前 

16：05    16：45      17：10 

地域探訪のご案内 

下坂氏館主屋 
保存修理見学 
について 

研修部 

○1 ○2 ○3 であれば 1種類のみ ○4 ○5 ○6 （顔写真の無いもの）であれば２種類必要 

お願い（事前申請しますので、当日持参できる証明書をご記入ください。） 

◎公的身分証明書の持参について 

 国の指導を踏まえ、原子力発電所の構内に立ち入る場合は、運転免許証等の顔写真付きの公的身分証明 

 書により、本人確認が必要となります。見学日当日、必ず証明書の本書（コピー不可）をご持参下さい。 

   

 
1種類 ○1 運転免許証 ○2 パスポート ○3 顔写真付住民基本台帳カード 

2種類 ○4 健康保険被保険者証、又は後期高齢者医療保険被保険者証 ○5 住民票 ○6 年金手帳 



 
        

去
る
６
月
12
日
、
当
「
高
月
さ
わ

や
か
ク
ラ
ブ
」
は
創
設
15
周
年
を
迎

え
、
高
月
公
民
館
に
て
近
隣
の
サ
ー

ク
ル
を
招
待
し
て
記
念
パ
ー
テ
イ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
13
年
４
月

レ
イ
大
設
置
の
趣
旨
に
基
づ
き
高
月

文
化
協
会
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
創
設

し
、
ク
ラ
ブ
の
名
称
は
レ
イ
大
ス
ポ

レ
ク
学
科
草
川
先
生
の
言
葉
「
さ
わ

や
か
な
い
い
汗
か
こ
う
」
か
ら
『
高

月
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
』
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
創
設
当
時
の
会
員
は
13
名

で
、
指
導
者
と
し
て
レ
イ
大
ス
ポ
レ

ク
学
科
先
輩
の
北
川
や
ゑ
さ
ん
を
お

願
い
し
て
、
毎
月
２
回
の
例
会
（
練

習
）
で
、
ク
ラ
ブ
員
中
の
レ
イ
大
卒

業
者
は
他
の
学
科
の
人
を
含
め
て
６

名
で
し
た
。 

 

現
在
の
活
動
と
し
て
は
、
毎
月
第

２
、
第
４
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で
の
例
会
を
続
け
て
い
ま

す
。
平
成
15
年
よ
り
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
「
高
月
町
文
化
の
集
い
」
に
参

加
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
又
、
長

浜
市
レ
ク
ダ
ン
愛
好
会
の
講
習
会
を

兼
ね
た
「
み
ん
な
で
踊
ろ
う
会
」
に

も
参
加
、
他
に
滋
賀
県
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
連
盟
に
も
参
加
し
、
全
国
レ
ベ 

ル
の
講
習
会
や
滋
賀
県
フ
ォ
ー
ク
ダ 

         

   

 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
を
卒
業
し
て

早
や
二
十
数
年
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た 

 

此
の
度
は
米
寿
の
お
祝
い
を
頂
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
良
き

師
、
良
き
友
と
の
出
会
い
、
学
ぶ
こ

と
の
楽
し
さ
を
得
て
皆
出
席
致
し
本

当
に
良
き
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ

て
お
り
ま
す
。 

〝
今
年
は
戦
後
七
十
年
〟
で
新
聞
テ

レ
ビ
で
色
々
と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
な
ぜ
戦
争
を
し
た
か
我
々
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
戦
死
者

そ
し
て
原
爆
の
犠
牲
者
の
方
々
に
よ

り
今
の
日
本
が
あ
る
事
を
深
く
心
に

刻
み
黙
禱
を
捧
げ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
の
平
和
が
永
遠
に
続
き
、
生
涯
学

習
の
場
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
の
弥
栄

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
お
礼
の

言
葉
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

着
ぶ
く
れ
も
貫
禄
な
る
や
老
農
夫 

秘
め
事
も
薄
氷
の
よ
う
と
け
て
ゆ
く 

春
耕
や
戦
後
七
十
年
恙
な
く 

読
み
終
え
て
憩
う
さ
庭
に
朧
月 

窓
あ
け
て
梅
東
風
ほ
の
か
リ
ビ
ン
グ
に 

日
傘
さ
し
ポ
ス
ト
ま
で
で
も
万
歩
計 

川
水
の
豊
か
な
流
れ
朝
涼
し 

香
水
の
瓶
ま
で
粋
や
旅
の
朝 

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
航
路
敬
老
日 

陽
の
匂
ふ
く
む
無
花
果
手
に
受
け
て 

                      
 
 
 

 
 

                     

ン
ス
愛
好
者
の
交
流
会
、
県
内
外
の

各
ク
ラ
ブ
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
招

待
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
更
に

会
員
を
増
や
し
、
沢
山
の
人
に
「
さ

わ
や
か
な
い
い
汗
」
を
か
い
て
、
健

康
寿
命
を
長
く
保
っ
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
か
ら
、「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

を
兼
ね
て
の
体
験
会
を
開
催
し
、
会

員
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
当
ク
ラ
ブ
の
会
員
増
や

内
容
の
充
実
（
会
員
が
楽
し
み
、
喜

ん
で
満
足
す
る
）
は
勿
論
で
あ
る
が
、

「
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知
ら
ず
」
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
広
く
県
内
外
の

組
織
の
仲
間
（
愛
好
者
）
と
交
流
を

深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

    

16
期 

ス
ポ
レ
ク
学
科 

広 

田 

安
太
郎
様 

平
成
27
年
４
月
17
日
逝
去 

13
期 

文
芸
学
科 

山 

内 

一 

好
様 

平
成
27
年
６
月
６
日
逝
去 

15
期 

園
芸
学
科 

川 

崎 

傳 

蔵
様 

平
成
27
年
７
月
15
日
逝
去 

20
期 

文
芸
学
科 

溝 

口 

清 

栄
様 

平
成
27
年
８
月
２
日
逝
去 

18
期 

文
芸
学
科 

齊 

田 

美
悠
紀
様 

 
 
 

平
成
27
年
８
月
31
日
逝
去 

会報 こ ほ く 平成 27年 9月 5日 第 23号（4） 

誰が、何時、どこで 

桐畑まで 

☎0749-86-2324 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し 

心
か
ら
ご
冥
福
を 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

訃 報 

米
寿
の
お
礼 

文
芸
学
科
14
期 

雨 

森 

多 

鶴 

俳

句

徒

然 

高
月
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ 

 
 

 

   

 

園
芸
学
科 

大 

谷 
利 

春 

笠 

原 

一 
郎 

北 

村 

喜
代
嗣 

澤 

村 

正 

司 

中 

川 

善 

雄 

安 

賀 

正 

男 

北
近
江
文
化
学
科 

小 

寺 

君 

江 

柴 

田 

紀 

男 

中 

村 

恵 

一 

増 

田 
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